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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

次期「西東京市教育計画（計画期間：平成 31（2019）年度～平成 35（2023）年度）」を策定す

るにあたって、市民の教育に関する考えや意見を聞き、調査結果を計画策定を進める上での基礎

資料として活用するために調査を実施しました。 

 

２ 調査対象 

小学生調査 ：全市立小学校の４年生及び６年生（各学年１クラス） 

中学生調査 ：全市立中学校の２年生（学校規模に応じて３～４クラス） 

青少年調査 ：市内にお住まいの平成９年９月３日～平成 14年４月１日生まれの方 

一般市民調査 ：市内にお住まいの 20歳以上の方 

 

３ 調査期間 

平成 29年 10月 17日（火）から平成 29年 11月７日（火）まで 

 

４ 調査方法 

小学生・中学生調査：学校を通じて一斉配布・一斉回収 

青少年・一般市民調査：郵送による配布・回収 

 

５ 回収状況  

 配 布 数 有効回答数 有効回答率 回収数 

小学生調査 1,260 通 1,168 通 92.7％ 1,170 通 

中学生調査 1,159 通 1,093 通 94.3％ 1,093 通 

青少年調査 400通 119通 29.8％ 
1,368 通 

一般市民調査 3,000 通 1,246 通 41.5％ 

 

６ 調査結果の表示方法 

・回答は各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示してあります。また、小数点

以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100％にならない場合があります。 

・複数回答が可能な質問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見方

になるため、回答割合の合計は 100％になりません。 
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Ⅱ 調査結果概要 

１ 学校の楽しさ、学校で楽しいところ（小学生・中学生・青少年（※）） 

学校を楽しいと思う児童・生徒の割合は、小学生 93.5％、中学生 88.1％、青少年 93.9％とな

っており、９割前後で推移しています。 

学校で楽しいところは、「休み時間」、「友だちがいること」、「部活動、クラブ活動等」、「給食」、

「運動会などの体育的行事」、「合唱コンクールなどの文化的行事」が上位にあげられています。

「休み時間」、「部活動、クラブ活動等」と回答する割合は学年が上がるにつれて低くなっています。 

 

【学校の楽しさ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※楽しい＝「とても楽しい」＋「まあまあ楽しい」、楽しくない＝「楽しくない」＋「あまり楽しくない」 

※青少年調査のうち、「高校生」、「短期大学生・高等専門学校生」、「専門学校生」、「大学生」から

の回答を集計しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

93.5 
88.1 

93.9 

5.8
11.1

5.2

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

小学生（N＝1,168) 中学生（N＝1,093) 青少年（N＝114)

％

楽しい 楽しくない
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【学校で楽しいところ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※複数回答のため、各回答割合（％）の合計は 100％になりません。 

※「給食」、「合唱コンクールなどの文化的行事」、「委員会や係活動」、「いじめがないこと」は 

小学生及び中学生調査のみの選択肢です。 

 

  

％

休み時間

友だちがいること

部活動、クラブ活動等

給食

運動会などの体育的行事

合唱コンクールなどの文化的行事

先生が楽しいこと

図書室

授業以外のクラス活動

授業

委員会や係活動

いじめがないこと

その他

80.5

80.5

68.2

54.5

53.3

47.2

41.1

40.6

35.4

34.8

32.9

19.6

2.3

79.1

83.0

55.5

33.4

48.2

48.1

18.7

10.8

18.6

19.3

14.3

15.7

1.1

51.8

71.9

47.4

41.2

12.3

3.5

14.9

28.1

2.6

0 20 40 60 80 100

小学生（N＝1,091)

中学生（N＝963)

青少年（N＝114)
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２ 学校で困っていること（小学生・中学生） 

学校で困っていることが「特にない」と回答した児童・生徒の割合は、小学４年生 49.2％、小

学６年生 48.7％、中学生 25.8％となっており、小学生の約半数、中学生の約 7 割は何らか困っ

ていることがあると回答しています。 

困っていることの上位には、「いやな友だちがいる」、「授業中さわがしい、集中できない」、「教

室やトイレなど、学校の施設がきたない・古い」、「授業がわからない」等があげられています。

「いやな友だちがいる」と回答する割合は学年が上がるにつれて低くなり、中学生になると「教

室やトイレなど、学校の施設がきたない・古い」、「授業がわからない」、「学校の決まりごと（校

則）がきびしい」、「クラブ活動・部活動のこと」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※複数回答のため、各回答割合（％）の合計は 100％になりません。 

  

％

いやな友だちがいる

授業中さわがしい、集中できない

教室やトイレなど、学校の施設がきた
ない・古い

授業がわからない

給食のこと

自由がない

学校の決まりごと（校則）がきびしい

クラブ活動・部活動のこと

先生が悩みや意見を聞いてくれない

友だちがいない

その他

特にない

無回答

20.9

14.6

14.6

8.5

5.4

4.5

3.7

1.5

1.3

0.7

1.7

49.2

3.9

20.0

8.6

22.1

6.5

6.1

5.1

3.7

1.1

1.2

1.1

2.5

48.7

2.6

17.6

11.4

34.9

21.4

9.1

10.9

16.6

15.5

2.0

1.5

5.4

25.8

4.8

0 20 40 60 80 100

小学４年生（N=597）

小学６年生（N=571）

中学生（N＝1,093)
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３ 通っている塾や習い事（小学生・中学生） 

小学生の約９割、中学生の約８割は何らかの習い事に通っています。小学４年生では「スポー

ツチームやクラブ（野球やサッカー、水泳など）」が最も多いが、学年が上がるにつれて割合は低

下し、「学習塾」に通う割合が高くなっています。中学生では 62.8％が「学習塾」に通っている

と回答しています。 

 

 小学４年生（N=597） 小学６年生（N=571） 中学生（N＝1,093) 

習い事をしている割合 88.4％ 89.3％ 81.9％ 

※「習い事をしている割合」は、「特に通っているものはない」と「無回答」を除いた割合。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※複数回答のため、各回答割合（％）の合計は 100％になりません。 

 

  

％

スポーツチームやクラブ（野球やサッ
カー、水泳など）

学習塾

音楽（ピアノ、エレクトーンなど）

英会話

そろばんや習字

ダンス（ヒップホップ、バレエなど）

武道（柔道、剣道など）

絵

家庭教師

その他

通っているものはない

無回答

55.1

28.5

25.0

16.1

15.7

12.6

9.0

2.8

1.5

11.7

8.4

3.2

48.0

49.0

18.4

16.3

9.3

8.6

7.0

1.4

1.9

8.6

8.1

2.6

18.2

62.8

14.5

5.9

5.3

4.8

4.7

1.0

1.7

4.3

16.3

1.8

0 20 40 60 80 100

小学４年生（N=597）

小学６年生（N=571）

中学生（N＝1,093)
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４ 学校以外の過ごし方（小学生・中学生） 

平日の学校以外の過ごし方は、小学生では「友だちと遊ぶ」、「塾や習い事に行く」が多く、中

学生では「部活動に参加する」、「塾や習い事に行く」が多くなっています。休日の過ごし方は、

小学生では「家族と過ごす」、中学生では「友だちと遊ぶ」、「家族と過ごす」が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※複数回答のため、各回答割合（％）の合計は 100％になりません。 

※「部活動に参加する」は中学生調査のみの選択肢です。 

 

  

小学生：平日（N=1,168） 小学生：休日（N=1,168）

中学生：平日（N=1,093） 中学生：休日（N=1,093）

71.2

18.8

47.4

70.0

4.1 5.1 2.6

20.4

73.0

22.4 19.8

42.0

5.6 7.7

77.7

18.8

29.2

44.5

63.2

5.3 3.2 3.8

22.9

61.8

53.6

36.2

11.3

26.6

3.5 6.6

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

部
活
動
に
参
加
す
る

友
だ
ち
と
遊
ぶ

家
族
と
過
ご
す

自
宅
で
ひ
と
り
で
過
ご
す

塾
や
習
い
事
に
行
く

地
域
の
行
事
や
活
動
に
参
加
す
る

そ
の
他

無
回
答

％
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【友だちと外出するところ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※複数回答のため、各回答割合（％）の合計は 100％になりません。 

 

  

％

公園

児童館・児童センター

図書館

校庭等学校施設

買い物

公民館

スポーツ施設

多摩六都科学館

映画館

遊園地

ゲームセンター

コミュニティセンターや地区会館

学童クラブ

カラオケ

その他

無回答

79.8

43.9

20.0

19.3

18.1

16.4

15.6

11.8

10.0

8.3

7.4

5.4

5.3

4.9

18.2

3.4

41.3

21.8

11.3

1.5

60.2

11.5

18.4

2.8

55.7

36.9

32.2

3.8

43.4

15.7

2.2

0 20 40 60 80 100

小学生（N=992）

中学生（N=811）
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【自宅での過ごし方】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※複数回答のため、各回答割合（％）の合計は 100％になりません。 

 

  

％

勉強をする

テレビやＤＶＤなどを見る

ゲームをする

読書をする

音楽を聴く

マンガや雑誌を読む

パソコンやインターネットをする

家の仕事の手伝いをする

その他

特に何もせず、ぼーっとしたり、寝たり
している

無回答

62.7

56.2

53.6

38.8

35.0

33.0

26.7

22.5

5.1

17.8

5.0

46.7

63.3

58.1

30.8

63.9

44.4

54.0

20.1

6.6

36.1

2.5

0 20 40 60 80 100

小学生（N=783）

中学生（N=792）
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５ 近所の人とのあいさつ（小学生・中学生） 

小学生、中学生ともに「自分からあいさつをする」が約６割を占めており、「近所の人からあい

さつされれば、自分もあいさつをする」も約３割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 自分に自信のもてるところ（小学生・中学生） 

自分に自信のもてるところが「ある」と回答する割合は、学年が上がるにつれて低下しており、

中学生では自分に自信のもてるところが「ない」生徒が約３割を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「ある」＝「あると思う」＋「どちらかといえばあると思う」 

「ない」＝「ないと思う」＋「どちらかと言えばないと思う」 

  

自分からあいさつをする

近所の人からあいさつされれば、自分もあいさつをする

あいさつをしない、されないように避けている

あいさつをしたり、されたりすることはない（近所の人をほとんど知らない）

無回答

小学４年生（N=597）

小学６年生（N=571）

中学生（N＝1,093)

63.0

60.8

60.8

26.6

30.6

30.4

1.5

1.1

1.5

5.4

5.4

5.9

3.5

2.1

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

86.3 
81.3 

68.9 

12.2
17.4

29.3

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

小学４年生（N＝597) 小学６年生（N＝571) 中学生（N＝1,093)

％

ある ない
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７ 家族と話す内容（小学生・中学生） 

小学生・中学生ともに９割以上は家族と会話をしており、主な内容は「学校であったこと」、

「友だちのこと」、「テレビや新聞で取り上げられていること」等となっています。また、中学生

になると「家族と話すことはほとんどない」の割合がやや増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※複数回答のため、各回答割合（％）の合計は 100％になりません。 

 

  

％

学校であったこと

友だちのこと

テレビや新聞で取り上げられているこ
と

進路や将来のこと

地震などの災害に関すること

その他

家族と話すことはほとんどない

無回答

83.8

69.2

38.2

22.3

16.8

8.9

4.9

1.7

84.6

65.5

50.6

35.7

13.3

5.6

4.2

0.9

80.0

61.8

54.1

41.6

12.6

5.6

7.0

1.5

0 20 40 60 80 100

小学４年生（N=597）

小学６年生（N=571）

中学生（N＝1,093)
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８ 相談相手の有無、相談できる相手（小学生・中学生） 

小学６年生では、いやなことやつらいことがあったときに相談できる人が「いる」割合は 91.4％

となっています。一方、中学生では相談できる人が「いる」割合は 86.8％となっており、小学６

年生よりもやや低い割合となっています。 

相談相手としては「母」をあげる意見が多いが、学年が上がるにつれて「友だち」の割合が高

くなっています。また、「インターネット（掲示板や交流サイト）」に相談するという小学生・中

学生も、低い割合ですが存在しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

87.4 
91.4 

86.8 

10.7 7.9
11.4

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

小学４年生（N＝597) 小学６年生（N＝571) 中学生（N＝1,093)

％

いる いない
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【相談できる相手】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※複数回答のため、各回答割合（％）の合計は 100％になりません。 

  

％

母

父

友だち

学校の先生

きょうだい

祖母

先輩

祖父

スクールカウンセラー（相談員）

インターネット（掲示板や交流サイトな
ど）

その他

無回答

78.9

50.8

48.4

29.1

22.3

16.1

12.1

11.1

8.2

1.2

1.0

11.4

73.9

47.1

63.2

28.0

23.8

14.4

10.9

10.3

13.3

1.2

2.1

8.8

71.1

44.9

77.2

21.4

27.7

14.1

17.8

9.6

9.8

4.2

3.1

0.4

0 20 40 60 80 100

小学４年生（N=597）

小学６年生（N=571）

中学生（N＝949)
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９ 携帯電話やパソコンの利用状況（小学生・中学生・青少年（※）） 

自分専用の携帯電話またはパソコン等を持っている割合は、小学生で６割前後、中学生では

75.4％、青少年では 96.6％となっています。 

１日の使用時間は、平日よりも休日の方が長く、学年が上がるにつれて長くなっていく傾向に

あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※青少年調査のうち、「高校生」、「短期大学生・高等専門学校生」、「専門学校生」、「大学生」から

の回答を集計しました。 

※青少年では、携帯電話とパソコンのそれぞれについて所持状況を聴取しています。 

ここでは、自分専用の携帯電話またはパソコンを所持している割合を示します。 

 

 

  

55.6 
61.6 

75.4 

96.6 

43.8

38.0

24.2

0.8

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

小学４年生（N＝597) 小学６年生（N＝571) 中学生（N＝1,093) 青少年（N＝119)

％

自分専用の携帯電話、パソコン等を持っている

自分専用の携帯電話、パソコン等を持っていない
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小学４年生（N＝332)

小学６年生（N＝352)

中学生（N＝824)

青少年（N＝117)

40.4

37.8

7.6

4.3

12.7

8.8

6.1

3.4

18.1

25.9

38.2

41.0

7.8

9.1

26.0

25.6

7.2

10.2

19.9

24.8

12.7

7.4

1.7

0.9

1.2

0.9

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

【平日の使用時間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【休日の使用時間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※小・中学生の使用時間は、自分専用の携帯電話またはパソコン等を持っている者を対象に集

計しました。 

※青少年では、自分専用かどうかを問わず、携帯電話またはパソコン等を持っている者を対象

に集計しました。 

 

  

30分未満 30分～１時間未満 １～３時間未満

３～５時間未満 ５時間以上 使わない

無回答

小学４年生（N＝332)

小学６年生（N＝352)

中学生（N＝824)

青少年（N＝117)

42.5

41.2

13.1

6.0

17.2

14.8

16.7

5.1

16.9

25.3

48.9

51.3

5.4

6.8

11.4

28.2

2.4

5.4

7.9

8.5

14.5

6.3

1.3

0.9

1.2

0.3

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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10 学習や活動の内容（一般市民・青少年） 

現在している学習や活動の内容は、一般市民では「健康・スポーツ（食育、栄養、健康法、医

学、ジョギング、水泳など）」や「芸術的・文化的なもの（音楽、美術、華道、舞踊、書道など）」

が多く、青少年では「芸術的・文化的なもの（音楽、美術、華道、舞踊、書道など）」、「教養的な

もの（文学、歴史、科学など）」、「健康・スポーツ（食育、栄養、健康法、医学、ジョギング、水

泳など）」、「学習塾・予備校などでの勉強」が多くなっています。 

青少年は、今後してみたいものとして「職業において必要な知識・技能（仕事に関係のある知

識の習得や資格の取得など）」、「暮らしていく上での様々な知識（お金のため方・使い方など）」、

「語学・コミュニケーション（英会話、パソコン、話し方など）」や「家庭生活に役立つ技能（料

理、洋裁、和裁、編み物など）」を上位にあげており、今後社会に出て行く上で必要になると思わ

れる内容を学びたいと考えていることがうかがえます。 

 

【一般市民】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※複数回答のため、各回答割合（％）の合計は 100％になりません。 

  

％

健康・スポーツ（食育、栄養、健康法、医学、
ジョギング、水泳など）

芸術的・文化的なもの（音楽、美術、華道、
舞踊、書道など）

職業において必要な知識・技能（仕事に関係
のある知識の習得や資格の取得など）

家庭生活に役立つ技能（料理、洋裁、和裁、
編み物など）

語学・コミュニケーション（英会話、パソコン、
話し方など）

教養的なもの（文学、歴史、科学など）

暮らしていく上での様々な知識（お金のため
方・使い方など）

社会問題（社会・時事問題、国際問題、環境
問題など）

ボランティア活動に必要な知識・技能

自然体験や生活体験などの体験活動に関
するもの

地域に関するもの（地域課題・地域の文化・
郷土史など）

学習塾・予備校などでの勉強

その他

39.2

20.3

17.8

14.7

13.0

11.6

10.1

9.6

5.8

4.7

3.8

1.2

1.2

45.7

47.8

33.8

44.4

52.7

39.6

48.2

37.7

40.0

37.9

35.3

8.7

3.1

0 20 40 60 80 100

今、学習や活動をしている（N=1,246)

今はしていないが、今後してみたい（N=1,246)
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【青少年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※複数回答のため、各回答割合（％）の合計は 100％になりません。 

  

％

芸術的・文化的なもの（音楽、美術、華道、
舞踊、書道など）

教養的なもの（文学、歴史、科学など）

健康・スポーツ（食育、栄養、健康法、医学、
ジョギング、水泳など）

学習塾・予備校などでの勉強

語学・コミュニケーション（英会話、パソコン、
話し方など）

社会問題（社会・時事問題、国際問題、環境
問題など）

職業において必要な知識・技能（仕事に関係
のある知識の習得や資格の取得など）

家庭生活に役立つ技能（料理、洋裁、和裁、
編み物など）

暮らしていく上での様々な知識（お金のため
方・使い方など）

自然体験や生活体験などの体験活動に関
するもの

ボランティア活動に必要な知識・技能

地域に関するもの（地域課題・地域の文化・
郷土史など）

その他

36.1

32.8

32.8

32.8

28.6

21.8

20.2

18.5

16.0

7.6

6.7

3.4

3.4

28.6

24.4

43.7

19.3

52.9

30.3

66.4

50.4

66.4

40.3

46.2

31.1

0.8

0 20 40 60 80 100

今、学習や活動をしている（N=119)

今はしていないが、今後してみたい（N=119)
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11 生涯学習を行うにあたって困っている点（一般市民・青少年） 

生涯学習を行うにあたって困っている点として多かったのは「費用がかかる」や「仕事が忙し

くて時間がない」で、一般市民、青少年のそれぞれ約４割を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※複数回答のため、各回答割合（％）の合計は 100％になりません。 

  

％

費用がかかる

仕事が忙しくて時間がない

学習内容や時間帯が希望に合わない

開催されている講座や、利用できる施
設などがわからない

身近なところに学習や活動の場がな
い

どうやって活動すればいいかわからな
い

家事・育児が忙しくて時間がない

一緒に学習や活動をする仲間がいな
い

学習や活動そのものに興味がない

その他

無回答

43.7

40.0

24.9

22.9

18.1

18.1

17.8

12.6

6.9

7.2

4.7

37.0

42.9

7.6

19.3

10.1

20.2

17.6

10.1

2.5

5.0

0 20 40 60 80 100

一般市民（N＝1,246)

青少年（N＝119)
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12 西東京市の学習環境（一般市民・青少年） 

西東京市の学習環境としては、「図書館が利用しやすい（蔵書、問合せ、各種サービスなど）」

という意見が６割以上と最も多くなっています。次いで「文化や自然に親しむ場所や機会がある」、

「スポーツ施設が利用しやすい（体育館や運動場など）」、「子どもが健やかに育つ環境が整って

いる」、「公民館が利用しやすい（講座、施設や備品の貸出など）」等となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※複数回答のため、各回答割合（％）の合計は 100％になりません。 

  

％

図書館が利用しやすい（蔵書、問合
せ、各種サービスなど）

文化や自然に親しむ場所や機会があ
る

スポーツ施設が利用しやすい（体育館
や運動場など）

子どもが健やかに育つ環境が整って
いる

公民館が利用しやすい（講座、施設や
備品の貸出など）

気軽に参加できるサークルやクラブ活
動がある

地域活動やボランティアに参加する
きっかけや機会がある

講演・展覧会などのイベントが充実し
ている

学校、家庭、地域社会の連携がとれて
いる

生涯学習に関する情報が充実してい
る（講座、指導者、団体活動など）

ハンディキャップがあっても、学習活
動に参加しやすい

学習や活動の成果をいかせる機会が
ある

カルチャーセンターや個人教授の教
室などが充実している

大学や高等学校の講座・教室が充実
している

その他

64.9

40.8

40.4

38.8

34.5

24.2

23.8

23.1

22.5

20.3

16.8

14.4

12.9

10.0

2.2

70.6

43.7

57.1

53.8

38.7

20.2

33.6

34.5

37.8

27.7

37.0

21.0

17.6

21.8

3.4

0 20 40 60 80 100

一般市民（N＝1,246)

青少年（N＝119)
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13 公民館の利用状況（一般市民・青少年） 

一般市民の 29.5％、青少年の 24.3％は、この１年間に公民館を利用したことがあると回答し

ています。 

利用者の主な目的は「サークル活動」、「ロビー利用（休憩、くつろぎ）」等であり、未利用者が

利用しない理由は「特に理由はない」のほかは、「利用する時間がないから」、「利用の仕方がわか

らないから」、「公民館で行っている事業等に興味がないから」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「週２回以上利用」は、実際の調査では「ほぼ毎日利用」、「週４～５回利用」 

「週２～３回利用」として聴取。割合が低いため、まとめて表記しています。 

 

 

【主な利用目的】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※複数回答のため、各回答割合（％）の合計は 100％になりません。 

 

  

週２回程度利用 週１回程度利用 月２～３回利用

月１回程度利用 年数回利用 利用したことはない

無回答

一般市民（N＝1,246)

青少年（N＝119)

1.5

0.8

2.2

0.8

3.3

2.5

3.6

4.2

18.9

16.0

69.1

75.6

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

％

サークル活動

ロビー利用（休憩、くつろぎ）

公民館が主催する講座及びイベント

ＰＴＡ、子ども会、その他各種団体の

活動

チラシ、パンフレット等の情報収集

市民企画事業

自治会関係の活動

その他

無回答

30.1

27.4

23.6

16.5

14.9

7.6

6.2

7.9

1.6

3.4

58.6

6.9

0.0

0.0

0.0

3.4

27.6

6.9

0 20 40 60 80 100

一般市民（N＝369)

青少年（N＝29)
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【利用しない理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※複数回答のため、各回答割合（％）の合計は 100％になりません。 

 

  

％

利用する時間がないから

利用の仕方がわからないから

公民館で行っている事業等に興味が

ないから

公民館の場所がわからないから

開館日・開館時間が自分の都合に合

わないから

公民館までの交通が不便だから

その他

特に理由はない

無回答

25.8

22.3

19.9

8.0

7.8

6.2

4.2

38.9

3.9

30.0

13.3

18.9

6.7

4.4

5.6

5.6

33.3

6.7

0 20 40 60 80 100

一般市民（N＝861)

青少年（N＝90)
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14 図書館の利用状況（一般市民・青少年） 

一般市民の 57.9％、青少年の 63.8％は、この１年間に図書館を利用したことがあると回答し

ています。 

利用者の主な目的は「本や雑誌、ＣＤ等を借りるため」、「図書館の本、新聞、雑誌等を読むた

め」、「調べ物をするため」等のほか、青少年は「勉強や仕事をするため」と回答する割合が高く

なっています。未利用者が利用しない理由は、「特に理由はない」のほかは、「本や雑誌は自分で

買うようにしているから」、「利用する時間がないから」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「週２回以上利用」は、実際の調査では「ほぼ毎日利用」、「週４～５回利用」 

「週２～３回利用」として聴取。割合が低いため、まとめて表記しています。 

 

 

【主な利用目的】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※複数回答のため、各回答割合（％）の合計は 100％になりません。 

  

週２回程度利用 週１回程度利用 月２～３回利用

月１回程度利用 年数回利用 利用したことはない

無回答

一般市民（N＝1,246)

青少年（N＝119)

2.3

1.6

5.1

0.8

12.4

10.1

9.4

4.2

28.7

47.1

40.9

36.1

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

％

本や雑誌、ＣＤ等を借りるため

図書館の本、新聞、雑誌等を読むた

め

調べ物をするため

勉強や仕事をするため

講座や読み聞かせ、イベント等に参加

するため

西東京市のことを学ぶため

インターネットを閲覧するため

その他

無回答

68.2

35.4

22.1

10.8

3.1

1.2

0.6

2.8

0.3

52.6

23.7

23.7

46.1

0.0

0.0

1.3

1.3

2.6

0 20 40 60 80 100

一般市民（N＝721)

青少年（N＝76)
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【利用しない理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※複数回答のため、各回答割合（％）の合計は 100％になりません。 

  

％

本や雑誌は自分で買うようにしている
から

利用する時間がないから

本や雑誌はあまり読まないから

本を返すのが面倒だから

図書館までの交通が不便だから

図書館の場所がわからないから

開館日・開館時間が自分の都合に合
わないから

利用の仕方がわからないから

その他

特に理由はない

無回答

27.9

24.8

10.8

10.4

7.5

4.9

3.7

2.8

8.1

32.4

2.9

18.6

16.3

14.0

7.0

9.3

0.0

4.7

0.0

11.6

23.3

14.0

0 20 40 60 80 100

一般市民（N＝509)

青少年（N＝43)
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15 生涯学習に関して知りたい情報（一般市民） 

生涯学習に関して知りたいこととしては、「開設されている講座・教室の情報」、「利用できる施

設の場所・時間などの情報」、「講演・展覧会などのイベントの情報」等があげられており、どこ

に行けば何を学ぶことができるのか、市民への周知が十分でないことがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※複数回答のため、各回答割合（％）の合計は 100％になりません。 

  

N = 1,246 ％

開設されている講座・教室の情
報

利用できる施設の場所・時間な
どの情報

講演・展覧会などのイベントの
情報

資格取得に関する情報

学習グループ・団体などの情報

講師や指導者の情報

地域活動やボランティアに関す
る情報

学習や活動の成果をいかせる
機会に関する情報

その他

特にない

無回答

59.6

43.3

40.1

28.7

25.6

21.1

20.1

12.3

1.0

14.3

3.9

0 20 40 60 80 100
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16 地域・社会活動への参加意向（一般市民・青少年） 

参加・協力してもよいと思う活動としては、一般市民では「学校の行事やイベント」、「学校で

行われる地域のスポーツ・文化活動」等が上位にあげられています。青少年においては、「学校の

行事やイベント」、「学校で行われる地域のスポーツ・文化活動」、「学校の授業やクラブ活動・部

活動」等の学校に関わる活動への参加意向が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※複数回答のため、各回答割合（％）の合計は 100％になりません。 

  

一般市民（N＝1,246)

青少年（N＝119)

％

学校の行事やイベント

学校で行われる地域のスポーツ・文化
活動

児童・生徒の体験活動などにおける安
全確保やサポート

市民同士の交流や、まちづくりに関す
る活動

児童・生徒の非行防止や健全育成の
ための活動

学校の授業やクラブ活動・部活動

土日をいかした親子イベントや行事な
どの企画・実施

学校図書館やコンピュータルームなど
の施設開放運営

総合的な学習の時間や調べ学習など
への資料の提供

地域学習のための情報提供（歴史、
人材、活動などの情報）

子どもの地域での過ごし方や活動に
ついての広報誌づくり等

その他

特にない

無回答

26.1

21.7

20.5

20.5

13.6

12.9

12.3

9.3

8.3

7.1

4.7

2.5

27.5

8.2

36.1

42.0

12.6

10.9

8.4

37.8

17.6

7.6

16.8

7.6

6.7

0.0

20.2

2.5

0 20 40 60 80 100
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17 小学校・中学校で教えることで重要なこと（一般市民・青少年） 

小学校・中学校で教えることで重要なことは、一般市民では「思いやりの心や、善悪の判断な

ど、道徳心」、「自ら学び、考え、主体的に行動する力」、「社会生活に必要な常識やマナー」、「人

間関係を築く力」等があげられています。青少年では、加えて「表現力やコミュニケーション力」

等が重要であるという意見が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※複数回答のため、各回答割合（％）の合計は 100％になりません。 

  

％

思いやりの心や、善悪の判断など、道

徳心

自ら学び、考え、主体的に行動する力

社会生活に必要な常識やマナー

人間関係を築く力

教科の基礎的な学力

表現力やコミュニケーション力

豊かな心や情操

社会に役立とうとする心や公共心

物事をやり遂げる粘り強さ

外国語を聞いたり、話したりする力

基本的な生活習慣や食習慣

生き方や進路について考える力

コンピュータを活用する力や情報モラ

ル

安全や防災に関する意識

健康や安全を自己管理する力

環境やエネルギーを大切にする意識

その他

無回答

54.1

35.6

27.6

24.8

19.7

14.8

12.4

10.6

10.3

8.3

6.8

6.2

5.9

5.5

4.7

2.5

1.8

11.5

42.0

26.1

29.4

30.3

10.9

24.4

8.4

2.5

8.4

13.4

5.0

4.2

6.7

4.2

4.2

2.5

0.8

16.0

0 20 40 60 80 100

一般市民（N＝1,246)

青少年（N＝119)
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18 望ましい小学校・中学校の教師像（一般市民・青少年） 

望ましい小学校・中学校の教師像としては、一般市民では「授業をしっかりとわかりやすく教

える先生」、「児童・生徒の状況をしっかり把握する先生」、「児童・生徒の話をきちんと聞く先生」

等があげられています。 

一般市民に比べ、青少年は「児童・生徒に公平に接する先生」と回答する割合が高くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※複数回答のため、各回答割合（％）の合計は 100％になりません。 

  

％

授業をしっかりとわかりやすく教える先
生

児童・生徒の状況をしっかり把握する
先生

児童・生徒の話をきちんと聞く先生

児童・生徒に公平に接する先生

児童・生徒の良い面、得意な面を伸ば
す先生

保護者や地域の人に対して、きちんと
連絡や情報提供をする先生

児童・生徒の生活態度をしっかり指導
する先生

体験活動やボランティア活動の指導に
力を入れる先生

部活動や委員会活動の指導に力を入
れる先生

その他

特にない

無回答

48.6

42.6

41.4

34.4

33.7

24.7

18.2

2.7

1.0

2.7

2.5

7.1

37.0

38.7

43.7

46.2

34.5

15.1

10.9

1.7

5.0

2.5

2.5

10.1

0 20 40 60 80 100

一般市民（N＝1,246)

青少年（N＝119)
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19 学校や先生に望むこと（小学生・中学生） 

学校や先生に望むこととしては、「体験学習などをたくさんできるようにしてほしい」、「興味

のあることをたくさん勉強できるようにしてほしい」、「いじめのない楽しい生活を送れる学校づ

くりをしてほしい」、「先生と一緒に話す時間がほしい」、「行事が楽しくなるようにしてほしい」

等が上位にあげられています。 

学年による違いを見ると、「いじめのない楽しい生活を送れる学校づくりをしてほしい」、「先

生と一緒に話す時間がほしい」、「悪いことをしたときには、きちんと注意してほしい」は小学４

年生で最も高く、学年が上がるにつれて割合が低くなっています。一方、「先生にはみんなに平等

に接してほしい」は学年が上がるにつれて高い割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※複数回答のため、各回答割合（％）の合計は 100％になりません。  

％

体験学習などをたくさんできるようにし

てほしい

興味のあることをたくさん勉強できるよ

うにしてほしい

いじめのない楽しい生活を送れる学校

づくりをしてほしい

先生と一緒に話す時間がほしい

行事が楽しくなるようにしてほしい

悪いことをしたときには、きちんと注意

してほしい

先生以外の人に学校に来てもらって、

一緒に勉強したり遊んだりしてほしい

がんばっていることをもっと認めてほし

い（ほめてほしい）

先生にはみんなに平等に接してほしい

部活動に力を入れてほしい

一人ひとりの力に合わせた内容を教

えてほしい

学校の校舎や教室、学習で使う道具

などをよくしてほしい

勉強がわかるようにしてほしい

悩みや意見をじっくり聞いてほしい

その他

特にない

無回答

36.3

33.2

31.5

30.3

29.6

26.0

21.6

21.3

20.4

17.4

13.9

13.4

12.1

8.5

1.5

20.8

1.0

29.2

29.6

21.2

17.3

25.4

17.7

10.5

14.4

25.2

18.6

14.4

18.6

8.8

7.2

3.0

24.9

1.4

34.3

36.0

17.7

6.0

37.6

17.2

9.5

19.0

46.9

22.0

23.1

33.0

25.8

6.0

4.1

15.2

2.1

0 20 40 60 80 100

小学４年生（N＝597)

小学６年生（N＝571)

中学生（N＝1,093)
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20 学校と家庭の役割（一般市民） 

「好き嫌いや食事の習慣など」、「家の手伝いや整理整頓など」は、家庭で学ぶべきであるとい

う意見が多く、「友だちと仲良くすることなど」、「スポーツの習慣や姿勢など」は、学校で学ぶべ

きであるという意見が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学校で学ぶべき 学校・家庭の両方で学ぶべき

家庭で学ぶべき わからない

無回答

N=1,246

あいさつや行儀など

優しさや感情のコントロール
に関することなど

好き嫌いや食事の習慣など

家の手伝いや整理整頓な
ど

友だちと仲良くすることなど

勉強や読書など

スポーツの習慣や姿勢など

ごみの捨て方や交通ルー
ルなど

災害時の対応など

1.0

1.6

0.6

0.5

11.8

9.2

16.3

1.3

4.7

70.4

69.9

31.2

25.4

80.2

83.6

74.4

65.2

88.0

26.5

26.1

65.7

72.2

5.4

4.8

5.5

30.9

4.1

0.3

1.0

0.4

0.3

0.5

0.5

1.7

0.5

0.6

1.8

1.4

2.1

1.6

2.2

1.8

2.2

2.1

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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21 いじめや不登校防止のために必要な対策（一般市民・青少年） 

いじめや不登校防止のために必要なこととして、一般市民は「親が子どもを見守り、実態を把

握すること」と回答する割合が最も高くなっています。一方、青少年は「学校の先生が児童・生

徒を注意深く観察し、状況を把握すること」、「学校の先生がいじめ等の問題行動に対して厳しく

指導すること」と回答する割合が高く、学校内で教員が対策にあたることが重要だととらえてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※複数回答のため、各回答割合（％）の合計は 100％になりません。 

％

親が子どもを見守り、実態を把握する
こと

学校の先生が児童・生徒を注意深く観
察し、状況を把握すること

専門の相談員（スクールカウンセ
ラー）に、いつでも悩みを相談できるこ
と

インターネット上のトラブルを防止する
ため、学校や家庭において情報モラル
教育の充実を図ること

学校の先生がいじめ等の問題行動に
対して厳しく指導すること

学校と警察や子ども家庭支援センター
等の関係機関との連携を強化すること

学校において道徳教育の充実を図る
こと

地域で子どもたちを見守り、注意する
など

親が家庭で厳しくしつけること

その他

わからない

特にない

無回答

59.4

52.1

35.3

22.8

20.5

17.3

16.8

14.8

7.9

4.8

2.2

0.2

5.1

40.3

49.6

19.3

21.0

30.3

8.4

15.1

7.6

3.4

8.4

5.9

2.5

5.0

0 20 40 60 80 100

一般市民（N＝1,246)

青少年（N＝119)
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